
　
現
在
、
医
療
従
事
者
の
不
足
や
医
師
の
高

齢
化
な
ど
を
問
題
に
、
本
市
の
夜
間
当
番
医

制
度
は
厳
し
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
性
の
な
い
軽
症
患
者
が
受
診
す

る「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」も
問
題
と
な
り
、
体
制

維
持
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
川
内
市
医
師
会
会
長
の

岩い
わ

川か
わ

俊し
ゅ
ん
じ二
氏
に
本
市
の
救
急
医
療
体
制
に
つ

い
て
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

●
救
急
疾
患
と
は
？

　
緊
急
に
適
切
な
手
当
て
を
し
な
け
れ
ば
、

生
命
維
持
が
困
難
と
な
る
病
態
で
、
そ
の
生

命
を
守
る
医
療
が
救
急
医
療
で
す
。

●
川
内
市
医
師
会
の

　
　
　
　
救
急
医
療
体
制

昭
和
54
年

　
21
当
番
医
に
よ
る
夜
間
救
急
輪
番
医
制
を

開
始

　
　
　

平
成
12
年

・
13
当
番
医
と
な
る

・
全
国
で
も
珍
し
い
輪
番
医
を
開
示

平
成
13
年

　
小
児
救
急
医
療
支
援
と
し
て
、
小
児
救
急

医
療
体
制（
川
内
方
式
）を
開
始

平
成
18
年

　
一
次
救
急
診
療
体
制
を
開
始

　
当
番
医
の
済
生
会
川
内
病
院
、
川
内
市
医

師
会
立
市
民
病
院
の
一
次
救
急
診
療
を
支
援

す
る
た
め
、
会
員
医
師
が
出
向
き
、
23
時
ま

で
対
応
す
る
一
次
救
急
診
療
体
制
を
開
始
し

ま
し
た
。

平
成
27
年

　
当
番
医
と
眼
科
医
、
耳
鼻
咽い
ん
こ
う喉
科
医
、
精

神
科
と
の
連
携
体
制
を
整
備

　　
精
神
科
救
急
は
、
平
成
８
年
に
県
精
神
科

救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
が
開
始
さ
れ
、
平
成
27

年
に
は
、
精
神
科
救
急
医
療
電
話
相
談
窓
口
、

精
神
科
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、

県
精
神
科
救
急
医
療
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し

た
。

　
川
内
市
医
師
会
で
は
、
当
番
医
へ
の
支
援

と
し
て
、
川
薩
地
区
精
神
科
救
急
医
療
体
制

を
整
備
し
ま
し
た
。

本
市
の
救
急
医
体
制
を
守
る

　
現
在
は
、
９
当
番
医
と
会
員
医
師
の
協
力

で
救
急
医
療
体
制
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
川
内
市
医
師
会
は
、
今
後
も
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
薩
摩
川
内
市
と

協
働
し
、
よ
り
良
い
医
療
体
制
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
３

つ
の
お
願
い
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

①
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
や
む
を
得
ず
昼
間
に
受
診
が
で
き
な
い
場

　
合
な
ど
は
、
必
ず
23
時
ま
で
に
受
診
し
ま

　
し
ょ
う
。

③
23
時
以
降
は
急
患
、
重
症
患
者
に
限
り
ま

　
す
。
救
急
車
を
呼
ば
な
け
れ
ば
危
険
と
予
想

　
さ
れ
る
場
合
以
外
は
、
朝
ま
で
様
子
を
見
て
、

　
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▲川内市医師会会長
　岩川俊二氏

「夜間救急医療体制」を守るために、
　　　　　　　　　私たちができること

助かる命を助けるために

9月9日は「救急の日」
問合先／市民健康課地域医療Ｇ
（すこやかふれあいプラザ内）
（22）8848
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■
夜
間
当
番
医
制
度
の
状
況

　
本
市
の
夜
間
当
番
医
制
度
は
、
川
内
市
医

師
会
の
会
員
お
よ
び
済
生
会
川
内
病
院
な
ど

の
協
力
に
よ
り
、
現
在
、
９
医
療
機
関
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
夜
間
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
原
則
、
18

時
か
ら
23
時
ま
で
で
す
。

　
夜
間
当
番
医
を
内
科
系
・
外
科
系
に
分
け

て
市
民
へ
開
示
し
て
い
る
地
域
は
県
内
で
は

本
市
の
み
で
、
夜
間
救
急
に
関
わ
っ
て
い
る

医
師
、
看
護
師
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
の
努

力
に
よ
り
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
現
代
の
救
急
医
療
体
制

　
救
急
医
療
を
維
持
す
る
上
で
、
最
大
の
課

題
は
夜
間
当
番
医
の
維
持
で
す
。

　
夜
間
の
当
番
医
は
、
昭
和
54
年
４
月
１
日

か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
、「
休
日
・
夜
間
の

入
院
診
療
を
必
要
と
す
る
重
症
救
急
患
者
の

医
療
を
確
保
す
る
」た
め
に
で
き
た
も
の
で

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
次
救
急
、
二
次
救
急

が
混
在
し
た
形
の
運
営
と
な
っ
て
お
り
、
医

師
不
足
や
医
師
の
高
齢
化
、
働
き
方
改
革
の

中
、
厳
し
い
状
態
で
の
運
営
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

※
基
幹
病
院
と
は
、
三
次
救
急
の
機
能
を
持

　
ち
、
高
度
な
急
性
期
医
療
と
手
厚
い
看
護

　
を
提
供
す
る
病
院
の
こ
と
。

■
当
番
医
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

○
広
報
薩
摩
川
内｢

お
知
ら
せ
版｣

　�（
毎
月
25
日
ご
ろ
発
行
）

○
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
（
27
）１
１
９
９

■
救
急
搬
送
の
状
況

　
本
市
の
令
和
５
年
度
の
救
急
車
出
動
件
数

は
４
９
６
１
件
と
、
過
去
最
大
と
な
り
ま
し

た
。
事
故
種
別
と
年
齢
区
分
別
搬
送
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　　
本
市
で
は
、
救
急
搬
送
時
に
有
効
な
か
ご

ネ
ッ
ト（
地
域
医
療
介
護
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）を
導
入
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
か

ご
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
薩
摩
川
内

５
月
通
常
版
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一次救急
入院の必要がなく、外来で対処できる患
者に対応します。
搬送先：かかりつけ医

二次救急
入院治療や手術を必要とする重症患者に
対応します。
搬送先：本市の入院施設のある病院

三次救急
本市の施設では対応困難な、一刻を争う
ような重篤な病態に対応します。
搬送先：鹿児島市内の基幹病院※

重症度　　緊急性
救急医療における機能分担

三次救急

二次救急

一次救急

一次救急 二次救急 三次救急

平日

昼 かかりつけ医 救急指定病院

鹿児島市内の
基幹病院

夜
夜間当番医

原則 18 時～ 23 時 18 時～ 8時 30 分

休日

昼 休日当番医 当番医（一部非公開）

夜
夜間当番医

原則 18 時～ 23 時 18 時～ 8時 30 分

▲市ホーム
　ページ

▲かごネット
　ホームページ

▲市消防局
　ホームページ

▲広報薩摩川内
　５月通常版

▲現代の救急医療体制

※救急を要請された全ての方が搬送されているというわけではありません。

▲川内市医師会の救急医療体制
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65歳以上 18歳以上65歳未満 7歳以上18歳未満 生後28日以上7歳未満
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